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エコマークは1989 年2 月に制度を開始し、2009 年2 月1 日に20 周年を迎えました。20周年記

念事業の一環として、「世界エコラベリング・ネットワーク 2009年次総会」を神戸にて開催いたしま

す。    

関連イベントとして、2009年11月17日（火）にシンポジウム、ワークショップを開催いたします。

本イベントでは、アジアを中心とした世界各国の環境ラベル団体の最新の取り組みをはじめ、コクヨ

株式会社 代表取締役社長黒田章裕氏より、環境への取り組み事例をご紹介いただく予定です。海外

の環境ラベル担当者とのコミュニケーションの場としてもご活用いただけるかと存じます。是非ご参

加下さい。 

 

* 世界エコラベリング・ネットワークとは？  

Global Ecolabelling Network(GEN)。世界のタイプI環境ラベル運営団体で構成する非営利団体。1994年設立で、2009年9月

現在、27組織団体が加盟している。財団法人日本環境協会（エコマーク事務局）は設立発起団体の一つ。 

Website: http://globalecolabelling.net/  

 

＜開催概要＞ 

 

 開催の意図と目的 

- エコマーク20周年にあたり 

誕生20周年を迎えたエコマークについて、これまで行ってきた活動を国内外に紹介し、エコ

マークをアピールする 

 

- 国際的な環境ラベルに関する情報発信 

発展めざましいアジアの環境ラベルを中心に、海外のタイプⅠ環境ラベルの紹介時間を設け

ることにより、欧米の環境ラベルとの情報共有と目指すとともに、海外に事業を展開してい

る事業者への情報発信行う。 

 

- ステークホルダーへの情報発信 

  消費者、事業者、自治体、識者に国際的なタイプⅠ環境ラベルの特徴を認知・理解してもら

い、タイプⅠ環境ラベルの普及およびグリーン購入の促進を目指す。 

 

 日程 

  2009年11月17日(火)（プログラムは別紙参照）   ※日英同時通訳付 

   ・オープニングセレモニー、シンポジウム、ワークショップ等 



    

 会場：神戸ファッションマート 

  〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中6丁目9番地   TEL 078-857-8000(代) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加者について（予定） 

・参加数：約120名 

・内訳：GEN 加盟の環境ラベル、日本の環境省及び事務局、自治体、エコマーク認定企業、消費者関

連、その他 

 

＜お申し込み方法＞  

お名前・会社/団体名・ご所属･電話番号・メールアドレスを明記の上、メールにてお申し込みく

ださい。定員に達した場合、受付を終了します。  

受付メールアドレス＞＞ gen.agm2009@ecomark.jp 

 

※ご宿泊について 

イベントご参加の方には、特別料金にて「神戸ベイシェラトン・ホテル＆タワーズ」にご宿泊い

ただけます。別途「2009GENAGM宿泊予約シート」にてお申込み下さい。（1泊13,000円（シング

ル、朝食、無料インターネット込）） 

 

＜お問い合わせ先＞ 

普及・国際協力課 tel：03-5643-6255、E-mail: gen.agm2009@ecomark.jp  



※日英同時通訳付

Day Time Event 会場(場所)

8:30 参加登録受付
神戸ファッションマート

9:00 オープニングセレモニー

　・開会挨拶　財団法人日本環境協会　理事長　渡辺　修
　・歓迎挨拶　環境省審議官
　・議長挨拶　ＧＥＮ議長　ロビン・テーラー氏

9:15 エコマークの持続可能な将来に向けての展望　～20年の経験を踏まえて～
　
　財団法人日本環境協会　山村　尊房

9:30 シンポジウム：タイプⅠ環境ラベルから学ぶ実践と教訓

　(1)　環境ラベルと相互認証協定に基づく認証　─中国、日本、韓国による共同発表─
　　（パソコン、複合機における日中韓円卓会議の成果について）

　・中国/ China Environmental United (Beijing) Certification Center (CEC)
　・韓国/ Korea Environmental Industry & Technology Institute (KEITI)
　・日本/ 財団法人日本環境協会 (JEA)

　質疑応答 （10min.）

10:10 コーヒーブレイク (20min.)

10:30 　(2)　アジア太平洋のラベル機関から学ぶ実践と教訓

　・台湾/ グリーンマーク

　・タイ/ グリーンラベル
　・ニュージーランド/ 環境チョイス
　・ シンガポール/ グリーンラベル

　質疑応答 （10min.）

11:20 　(3) 他地域のラベル機関から学ぶ実践と教訓

　・ヨーロッパ/ノルディックスワン
　・北米/ グリーンシール

　質疑応答 （10min.）

12:00 休憩 (適宜昼食) 

13:00 　(4) 日本企業から学ぶ実践と教訓

　・コクヨ株式会社 代表取締役社長 黒田 章裕氏

　質疑応答（10min）

13:40 ワークショップ：GENの将来へ向けたプログラム開発

　第１セッション

　(1)　GENの将来に向けた戦略プラン　─フライシュマン・ヒラード　レポート─(GEN事務局)

　(2)　アジア太平洋地球変動研究ネットワーク（APN）の提案作成の紹介(APN事務局長　藤塚氏)

　(3)　UNEPプロジェクトの目的とロードマップ　─発展途上国に対する能力強化と技術援助─(UNEP)

Nov. 17 (Tue)

世界エコラベリング・ネットワーク年次総会

2009 GEN AGM　プログラム(案)

14:40




